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28 サステナビリティ戦略における温室効果ガスの削減等に関する取組について 

 

ご意見の趣旨 

温室効果ガスにおけるサステナビリティ戦略について、環境の保全の措置に明記をするというの

は、事後に検証した結果を公表していく旨を文章に追記するということなのか。評価書段階で、その

ように書いていくということなのか（第13回環境影響評価審査会（12月６日）でのご意見）。 

 

事業者の見解 

サステナビリティ戦略等は、国際園芸博覧会の開催を承認するAIPH（国際園芸家協会）※1が、博

覧会主催者に策定するよう義務付けた要求事項で、基本方針、及び目的と目標（脱炭素やエネルギ

ーなど）を博覧会主催者が設定し、具体的な取組等を記載して、進捗管理を行うことになっていま

す。 

AIPHの規則等では、博覧会の持続可能性の目標等を示す、サステナビリティ戦略とその実施計画

を開催の３年前までに策定することになっており、策定後は、AIPHに提出して約半年程度の審査を

経て承認等を受けることになります。 

本博覧会協会としては、有識者からなる「持続可能性有識者委員会」を設置して、専門的視点か

らご意見等をいただくとともに、国、神奈川県及び横浜市等の関係者と協議しながら、2024年３月

の策定・公表を目途に作成を進めています（現時点での検討状況：表28-2～4）。 

本博覧会の準備書においては、AIPHの規則等に基づきサステナビリティ戦略等を策定し、温室効

果ガスの削減等に関する取組を進めていくことを記載していますが、審査会でのご意見を踏まえ、

評価書においては、同戦略等を策定・公表するとともに、サステナビリティレポート※2についても

公表することを追記します（表28-1）。 
 

※1 国際園芸博覧会の開催承認を行う主体。 
※2 AIPH規則等に基づき、AIPHに提出する報告書。 

 
表28-1 評価書での修正箇所 

項目 工事中・開催中・撤去中 

環境保全措置の実施

による温室効果ガス

の削減 

・準備書本文（p.6.1-43）の下記内容を評価書では追記します。 

本博覧会では、AIPH の規則等に基づき、サステナビリティ戦略等を 

策定・公表するとともに、サステナビリティレポートについても公表 

して、更なる温室効果ガスの削減等に関する取組を進めていきます。 

※準備書から修正した箇所は、太文字・下線で示しています。 
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表28-2 サステナビリティ戦略の目的（案） 

 

表28-3 サステナビリティ戦略の目標（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表28-4 サステナビリティ戦略の目標と指標【抜粋】（案） 

※スコープ１及び２については、排出対策により削減できないCO2に関して、オフセットを実施し、 

実質排出量ゼロを目指します。 

 

目標 指標 

3 脱炭素 

脱炭素化に向けた温室効果ガスの排出削減 温室効果ガスのスコープごとの排出量※ 

4 エネルギー 

建築のパッシブデザイン導入 建築のパッシブデザイン導入 

省エネ型の設備の導入 省エネ型の設備の導入 

再生可能エネルギーの最大限の活用 再生可能エネルギー電気の利用率 


